
 

新型コロナウイルス感染症 

山梨県は 9月 12 日まで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き続きみんなで 

取り組む 

生活習慣 

学校では，蜜を避けるこ
とが困難な場合もありま
す。その場合は，マスク着
用で大声を出さないなど
を意識しましょう。 

マスクの着用方法によって飛まつを飛び散らせるのを防ぐ効果に違いが生じることから，正しい方法で着用す

ることが重要とされています。一般的なマスクでは，不織布マスクが最も高い効果を持ちます。 

出典：理化学研究所計算化学研究センター 
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  

新型コロナウイルス感染症の怖さは，病気が不安を呼び，不安

が差別を生み，差別が更なる病気の拡散につながることです。 

 「あの人咳している…コロナ？」「熱が高いけど怖いから黙っ

ていよう」このように思ってしまい，行動することから感染症の

３つの顔は広がり，私たちの生活に影響を及ぼします。 

ここまで拡がっている新型コロナ。予防しても，いつどこで誰が

感染してもおかしくない状況にあります。予防接種を２回受けて

いても感染するリスクはゼロではありません。 

 それぞれが自分のこととしてとらえ，できることを工夫してい

こう！ 
３つの顔が「負のスパ
イラル」でつながる 

不安や恐れは私たちの「気づく力」「聴
く力」「自分を支える力」を弱めます。

不安や恐れは身を守るために必要な感情で

すが，私たちから力をうばい，冷静な対応

ができなることもあると心得てください。 

不安をあおることは病気に対す

る偏見や差別を強めます。「確かな
情報」と「差別的な言動に同調
しない」ことが大切です。 

頑張っている医療従事者や私たち

の日常生活を支える仕事を続ける

人，感染予防を頑張っているみなさ

ん。この事態に対応しているすべて
の方々をねぎらい，敬意をはらい

ましょう！ 

なにもしたくない…めんどう 


